
日
本
人
が
、
西
欧
近
代
の
歴
史
学
に
学
ん
で
、
実
証
的
な
研
究
の

方
法
を
身
に
つ
け
、
自
国
の
歴
史
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
時
代
の
後
期
、
一
九
世
紀
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
の

西
欧
で
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
歴
史
学
は
、
公
文
書
の
調
査
を

中
心
に
史
料
の
蒐
集
を
進
め
る
中
で
、
精
綴
な
史
料
吟
味
の
方
法
を

確
立
し
、
実
証
的
な
研
究
方
法
を
築
き
上
げ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
研

究
を
基
礎
に
し
て
、
叙
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
各
国
民
国
家
の

成
立
発
展
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

日
本
で
は
、
明
治
時
代
の
開
幕
と
同
時
に
、
欧
米
の
文
物
の
受
容

［
平
成
七
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
歴
史
と
表
象

一
国
歴
史
学
の
成
立
Ｉ
近
代
日
本
と
歴
史
学
Ｉ

■■ ▲

が
活
発
に
な
り
、
年
を
追
っ
て
文
明
開
化
の
流
れ
が
加
速
さ
れ
る
中

で
、
パ
ー
レ
ー
の
『
万
国
史
』
、
バ
ッ
ク
ル
の
『
英
国
文
明
史
』
、
ギ

ゾ
ー
の
『
西
洋
開
化
史
』
、
ミ
一
三
の
『
仏
国
革
命
史
』
な
ど
、
西

欧
の
啓
蒙
的
な
歴
史
書
の
翻
訳
が
あ
い
つ
ぎ
、
広
く
読
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
人
類
社
会
の
進
歩
発
展
を
説
く
そ
れ
ら
の
歴
史
書
は
、

新
時
代
の
日
本
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ

う
し
た
歴
史
書
が
示
す
歴
史
像
は
、
一
見
人
類
社
会
の
歴
史
を
説
い

て
い
る
か
に
見
え
な
が
ら
、
実
際
は
国
民
国
家
発
展
の
歴
史
と
不
可

分
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

明
治
時
代
の
日
本
は
、
一
国
単
位
で
考
え
ら
れ
た
西
欧
の
歴
史
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
支
え
る

歴
史
学
の
受
容
の
道
程
は
、
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、

大
隅
和
雄
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国
史
学
と
い
う
学
問
が
、
日
本
の
近
代
的
な
歴
史
学
の
中
に
占
め
た

位
置
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
、
大
学
に
お
け
る
史
学
の
あ
り
か
た

を
見
る
と
こ
ろ
か
ら
問
題
に
入
る
こ
と
に
し
た
い
・

明
治
国
家
は
、
欧
米
の
文
明
を
摂
取
す
る
た
め
に
、
早
く
も
一
八

七
七
年
（
明
治
一
○
）
に
は
、
西
欧
の
制
度
に
倣
っ
た
日
本
最
初
の

大
学
と
し
て
、
東
京
大
学
を
開
設
し
た
が
、
そ
こ
で
、
日
本
最
初
の
、

近
代
的
な
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
の
講
義
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
東
京
大
学
は
、
東
京
開
成
学
校
を
前
身
と
す
る
法
、
理
、
文
の

三
学
部
と
、
東
京
医
学
校
を
改
組
し
た
医
学
部
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、

そ
の
文
学
部
に
は
、
二
つ
の
学
科
が
あ
り
、
第
一
科
に
は
、
史
学
、

哲
学
、
政
治
学
の
三
専
攻
が
置
か
れ
、
第
二
科
に
は
、
和
漢
文
科
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。

文
学
部
第
一
科
史
学
専
攻
の
内
容
は
、
そ
の
講
義
題
目
を
見
る
と
、

法
国
史
、
英
国
史
、
英
国
憲
政
史
、
希
臘
史
、
羅
馬
史
と
い
う
よ
う

な
各
国
史
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
一
九
世
紀
の
西
欧
の
大

学
に
お
け
る
歴
史
学
の
講
義
題
目
に
、
倣
お
う
と
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
当
然
、
そ
う
し
た
講
義
の
担
当
者
は
、
政
府
に
招
聰
さ
れ

た
外
国
人
教
師
た
ち
で
あ
り
、
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
、
欧
米

以
外
の
国
々
の
歴
史
が
講
義
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
九
世
紀
の
西
欧
諸
国
の
大
学
で
は
、
史
学
の
講
義
は
重
要
な
科

目
と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
し
く
開
か
れ
た
東
京
大
学
文
学
部
の
史
学

専
攻
に
は
、
学
生
が
僅
か
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
哲
学
や
政
治
学

の
講
義
は
、
抽
象
的
、
観
念
的
な
論
議
が
多
い
分
だ
け
、
学
生
に
と

っ
て
入
り
や
す
く
、
理
解
も
可
能
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、

西
欧
各
国
の
歴
史
を
並
べ
た
史
学
の
講
義
は
、
内
容
が
実
証
的
で
あ

り
、
学
問
的
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
そ
れ
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

具
体
的
、
個
別
的
な
知
識
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
、
全
く
と
い
っ
て

よ
い
ほ
ど
予
備
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
日
本
の
学
生
は
、
講
義
内
容

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
欧
の
国
々
の
歴
史
に
対
し
て
、
学

問
的
な
興
味
を
持
つ
と
こ
ろ
ま
で
行
け
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
学
生

の
反
応
を
考
盧
し
た
東
京
大
学
は
、
文
学
部
開
設
の
二
年
後
に
、
学

生
の
集
ま
ら
な
い
史
学
專
攻
を
一
旦
廃
止
す
る
こ
と
に
し
、
第
一
科

は
、
哲
学
、
政
治
学
、
理
財
学
の
三
専
攻
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

大
学
綜
理
加
藤
弘
之
は
こ
の
時
、
次
の
よ
う
な
伺
書
を
政
府
に
出

し
て
い
る
。

史
学
ノ
如
キ
欧
米
各
国
学
校
ノ
史
学
卜
違
上
、
独
り
欧
米
ノ
歴

史
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
固
ョ
リ
本
邦
支
那
印
度
東
洋
各
国
ノ
歴
史
ヲ
モ

講
究
不
致
候
事
ハ
不
相
成
候
事
故
、
其
教
授
ダ
ル
者
ハ
和
洋
東

西
古
今
ノ
変
遷
沿
革
興
亡
盛
衰
ヲ
詳
悉
ス
ル
ハ
勿
論
、
兼
テ
哲

学
二
熟
達
セ
ル
者
二
無
之
テ
ハ
其
任
二
適
不
申
儀
二
候
処
、
之

ヲ
内
外
二
索
ル
モ
殆
卜
其
人
二
乏
キ
儀
二
有
之
、
随
テ
生
徒
二

於
テ
モ
史
学
ヲ
専
修
セ
ン
ト
致
ス
ル
ノ
輩
ハ
太
タ
蓼
々
二
有
之
、

然
ル
ー
理
財
学
二
至
リ
テ
ハ
其
主
義
專
ラ
西
洋
二
根
拠
ス
ル
ヲ
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以
テ
教
授
二
充
ツ
ヘ
キ
者
仮
令
未
タ
我
国
ノ
実
際
ヲ
知
悉
ス
ル

に
至
ラ
サ
ル
モ
其
人
決
シ
テ
乏
シ
ト
ハ
謂
フ
可
ラ
ス
、
且
ッ
此

学
ヲ
専
修
セ
ン
ト
欲
ス
ル
生
徒
モ
甚
タ
少
カ
ラ
サ
ル
ニ
由
り
候

儀
二
有
之
候
、
依
テ
方
今
先
シ
理
財
学
ヲ
加
設
シ
史
学
ヲ
除
去

シ
其
再
設
ノ
如
キ
ハ
更
二
後
年
ノ
状
況
二
由
テ
相
定
候
却
テ
便

宜
ノ
儀
卜
存
候
。
（
『
史
学
会
小
史
』
史
学
会
、
昭
和
一
四
年
七
頁
）

新
し
く
設
け
ら
れ
た
文
学
部
の
史
学
は
、
日
本
の
大
学
の
史
学
専

攻
で
あ
る
か
ら
、
日
本
史
、
東
洋
史
の
講
義
が
行
わ
れ
る
の
が
当
然

で
あ
り
、
日
本
史
、
東
洋
史
の
講
義
が
開
か
れ
て
い
れ
ば
、
学
生
の

関
心
も
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
欧
米
諸
国
か
ら
招
膀
さ
れ
た

外
国
人
教
師
に
は
、
日
本
史
、
東
洋
史
の
講
義
を
担
当
す
る
だ
け
の

知
識
が
な
く
、
日
本
の
学
者
は
、
西
欧
の
史
学
に
つ
い
て
の
素
養
を

持
た
ず
、
特
に
哲
学
に
対
す
る
理
解
が
な
い
。
大
学
が
欧
米
並
み
の

学
問
的
な
水
準
を
保
と
う
と
す
れ
ば
、
日
本
史
、
東
洋
史
を
担
当
す

る
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
分
の
間
、
史
学
の
再
興
は
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
。
史
学
に
対
し
て
理
財
学
（
経
済
学
）
は
、
欧
米
の
問

題
の
み
を
取
り
上
げ
て
、
講
義
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
学
生
の

関
心
も
高
い
と
い
う
の
が
、
加
藤
弘
之
の
い
い
分
で
あ
っ
た
。

大
学
に
お
け
る
西
欧
近
代
の
歴
史
学
の
導
入
は
、
出
発
の
と
こ
ろ

で
蹟
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
、
日
本
な
り
の
歴
史
学
が
あ

り
、
長
い
研
究
史
と
学
問
的
な
蓄
積
を
持
っ
て
い
た
。
二
つ
の
歴
史

学
は
、
近
代
の
日
本
に
お
い
て
、
複
雑
な
関
係
を
見
せ
て
行
く
こ
と

東
京
大
学
の
創
設
に
先
立
っ
て
、
明
治
の
新
政
府
は
、
国
家
の
統

一
を
実
現
し
た
証
と
し
て
、
中
国
歴
代
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、
正
史

編
蟇
の
国
家
事
業
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
事
業
は
、
新
国

家
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
行
く
過
程
で
、
軒
余
曲
折
を
経
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
『
大
日
本
史
料
』
の
編
纂
と
、
そ
れ
に
併

せ
て
編
輯
さ
れ
た
『
大
日
本
古
文
書
』
と
い
う
形
に
な
り
、
東
京
大

学
に
付
置
さ
れ
た
史
料
編
墓
所
の
事
業
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

国
家
事
業
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
国
史
編
纂
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
設

立
さ
れ
た
国
立
、
私
立
の
大
学
に
お
け
る
日
本
史
の
研
究
と
は
、
複

雑
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
こ
こ
一
世
紀
間
の
日
本
史
学
と
、
日
本

歴
史
像
の
形
成
に
、
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
、
国
史

編
蟇
の
発
端
と
経
過
を
見
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
・

一
八
六
八
年
に
成
立
し
た
新
政
府
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
、
元
号

を
明
治
と
改
め
、
江
戸
城
を
皇
居
と
定
め
た
が
、
二
百
五
十
年
に
わ

た
る
幕
府
と
大
名
の
支
配
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を

改
め
て
、
統
一
的
な
新
制
度
を
創
出
し
、
安
定
し
た
国
家
を
生
み
出

す
た
め
に
は
、
七
七
年
（
明
治
一
○
）
の
西
南
戦
争
、
八
五
年
萌
治

一
八
）
の
内
閣
制
度
の
確
立
を
経
て
、
八
九
年
（
明
治
一
三
）
の
大
日

に
な
る
が
、
以
下
そ
の
一
端
を
た
ど
っ
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
一
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本
帝
国
憲
法
発
布
ま
で
、
多
事
多
難
な
道
程
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
新
政
府
は
、
成
立
の
翌
年
三
月
、
ま
だ
国
家
の

将
来
も
定
か
に
は
見
え
な
い
状
況
の
中
で
、
六
国
史
の
最
後
と
な
っ

た
『
日
本
三
代
実
録
』
が
九
○
一
年
莚
喜
元
）
に
完
成
し
て
以
来
、

中
断
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
国
家
に
よ
る
歴
史
編
蟇
の
事
業
を
再

開
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
中
国
の
伝
統
文
化
の
下
で
は
、
『
史
記
』

の
後
を
継
ぐ
「
正
史
」
の
編
纂
は
、
新
し
く
成
立
し
た
国
家
に
と
っ

て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
業
で
あ
っ
た
か
ら
、
王
政
復
古
を

掲
げ
て
国
家
統
一
を
果
た
し
た
新
政
府
に
と
っ
て
、
九
百
五
十
年
の

間
、
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
国
史
編
纂
の
再
開
を
、
天
下
に
表

明
す
る
こ
と
の
意
味
は
重
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
政
府
は
、
日
本

の
歴
史
と
律
令
の
研
究
所
と
し
て
、
幕
府
が
九
段
に
置
い
て
い
た
和

学
講
談
所
の
跡
に
、
史
料
編
輯
国
史
校
正
局
を
開
設
し
、
岩
倉
具
視

と
並
ん
で
新
政
府
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
三
条
実
美
を
そ
の

総
裁
に
任
命
し
た
の
で
あ
る
。

国
史
の
編
纂
を
開
始
す
る
に
際
し
て
、
当
時
そ
の
事
業
を
担
う
べ

き
歴
史
や
古
典
の
研
究
者
に
は
、
儒
学
者
と
国
学
者
の
二
つ
の
系
譜

が
あ
っ
た
。
新
し
く
始
ま
っ
た
史
料
編
輯
国
史
校
正
局
に
は
、
両
系

統
の
歴
史
学
者
と
古
典
研
究
者
が
集
め
ら
れ
た
が
、
両
者
の
修
史
に

関
す
る
意
見
は
、
容
易
に
一
致
を
見
る
に
至
ら
ず
、
調
整
に
苦
心
し

た
政
府
は
、
昌
平
学
校
を
引
き
継
い
だ
湯
島
の
大
学
校
の
跡
に
、
編

纂
の
仕
事
場
を
移
し
、
名
称
も
国
史
編
輯
局
と
改
め
る
な
ど
の
措
置

を
取
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
両
派
の
対
立
を
解
く
こ
と
は
で
き
ず
、
つ

い
に
業
務
を
停
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
国
史
の
編
纂
は
、
統
一
国
家
成
立
の
証
と
し
て
重
要
視

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
停
止
の
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
。
政
府
は
、
七
二
年
萌
治
五
）
、
太
政
官
正
院
に
歴

史
課
を
置
く
こ
と
と
し
、
七
五
年
に
は
歴
史
課
を
修
史
局
と
改
め
、

七
七
年
に
は
修
史
局
を
修
史
館
と
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
目
ま
ぐ
る

し
い
改
変
を
重
ね
、
国
家
事
業
推
進
の
組
織
の
あ
り
方
の
模
索
を
続

け
た
。
そ
の
間
、
編
纂
の
仕
事
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
重
野
安
鐸
の

発
議
で
、
八
五
年
（
明
治
一
八
）
に
は
、
地
方
に
残
っ
て
い
る
古
文

書
の
採
訪
が
始
ま
っ
た
が
、
新
政
府
が
編
纂
し
よ
う
と
す
る
国
史
の

姿
と
形
は
、
な
か
な
か
輪
郭
を
提
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
か
っ

た
。

一
九
八
六
年
萌
治
一
九
）
、
太
政
官
に
属
し
て
い
た
修
史
館
は
、

内
閣
制
度
の
発
足
に
伴
っ
て
、
内
閣
に
属
す
る
臨
時
修
史
局
に
改
め

ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
八
八
年
（
明
治
二
二
に
な
っ
て
、
東
京
大
学

を
改
組
拡
充
し
た
帝
国
大
学
に
移
さ
れ
、
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
と
し

て
事
業
を
進
め
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
国
史
編
纂
の
組
織
は
、
国

家
の
制
度
の
改
変
の
中
で
、
不
安
定
な
状
態
を
続
け
た
が
、
政
府
は

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で
も
、
国
家
的
な
事
業
を
放
棄
す
る
こ
と
は

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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国
史
編
纂
の
事
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
出
会
い
、
模
索
を
続
け

て
い
た
間
、
史
学
専
攻
を
廃
止
し
た
東
京
大
学
文
学
部
は
、
日
本
の

古
典
の
研
究
と
教
育
を
軽
視
す
る
わ
け
に
行
か
ず
、
第
二
科
の
和
漢

文
科
と
は
別
に
、
古
典
研
究
者
の
養
成
を
目
的
と
す
る
古
典
講
習
科

を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
古
典
講
習
科
が
学
生
を
受
け
入
れ
た
の
は
、

僅
か
二
年
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
を
卒
業
し
た
萩
野
由
之
、

和
田
英
松
ら
は
、
後
に
国
史
学
研
究
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
頃
、
大
学
予
備
門
の
ド
イ
ツ
語
教
師
で
あ
っ
た
グ
ロ
ー
ト
が
、

大
学
の
科
目
の
中
で
日
本
史
を
重
視
す
べ
き
こ
と
を
建
議
し
、
民
間

で
も
皇
典
講
究
所
（
後
に
国
学
院
大
学
に
受
け
継
が
れ
た
）
が
創
設
さ
れ

る
な
ど
、
世
上
の
欧
化
政
策
推
進
に
対
し
て
、
日
本
研
究
の
必
要
が

主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
八
八
六
年
萌
治
一
九
）
三
月
、
東
京
大
学
は
、
帝
国
大
学
令

の
発
布
に
よ
っ
て
、
帝
国
大
学
に
改
組
さ
れ
、
帝
国
大
学
文
科
大
学

は
、
哲
学
科
、
和
文
学
科
、
漢
文
学
科
、
博
言
学
科
の
四
学
科
を
擁

す
る
大
学
と
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
翌
年
の
九
月
に
は
、
史
学

科
、
英
文
学
科
、
独
逸
文
学
科
が
増
設
さ
れ
、
七
学
科
の
体
制
と
な

っ
て
、
史
学
科
の
復
活
が
実
現
し
た
。
そ
れ
よ
り
前
、
帝
国
大
学
は
、

史
学
科
を
再
開
す
る
た
め
に
、
史
学
担
当
の
外
国
人
教
師
を
求
め
、

二

ド
イ
ツ
公
使
館
に
適
任
者
の
推
薦
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
八
七
年
の

二
月
に
、
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
リ
ー
ス
が
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

リ
ー
ス
は
、
一
九
六
一
年
生
ま
れ
の
新
進
の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
ベ

ル
リ
ン
大
学
で
、
ラ
ン
ケ
の
薫
陶
を
受
け
た
ド
イ
ツ
の
正
統
的
な
史

学
を
継
承
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

史
学
科
は
、
リ
ー
ス
を
専
任
教
師
と
し
て
再
開
さ
れ
、
リ
ー
ス
の

着
任
後
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
な
ど
に
留
学
し
て
帰
国
し
た
坪
井
九
馬
三

が
、
教
壇
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
八
年
前
に
挫
折

し
た
文
学
部
史
学
専
攻
の
そ
れ
と
大
差
は
な
か
っ
た
。
文
科
大
学
は

日
本
の
大
学
で
あ
る
か
ら
、
日
本
史
、
東
洋
史
の
講
義
を
開
く
べ
き

で
あ
る
と
の
声
は
、
東
京
大
学
文
学
部
の
時
と
同
様
、
内
外
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
が
、
大
学
は
、
八
年
前
に
加
藤
弘
之
が
伺
書
で
述
べ
た
考

え
を
改
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
史
学
科
で
は
な
く
、
和
文
学
科
に
日
本

歴
史
を
、
ま
た
漢
文
学
科
に
支
那
歴
史
の
講
義
を
置
く
こ
と
で
、
内

外
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
和
文
学
科
で
日
本
歴
史

を
講
じ
た
の
は
、
国
学
者
の
小
中
村
清
矩
で
あ
り
、
漢
文
学
科
の
支

那
歴
史
は
、
漢
学
者
の
内
藤
趾
嬰
の
担
当
で
あ
っ
た
か
ら
、
両
者
と

も
に
欧
米
の
歴
史
に
通
じ
、
西
洋
の
哲
学
の
造
詣
を
有
す
る
と
い
う
、

史
学
担
当
者
の
条
件
を
充
た
す
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
国
史
編
纂
事
業
は
幾
多
の
曲
折
を
経
て
、
前
に
ふ
れ
た
よ

う
に
八
八
年
（
明
治
一
二
）
一
○
月
に
、
内
閣
に
属
し
て
い
た
臨
時

修
史
局
が
帝
国
大
学
に
移
さ
れ
、
臨
時
編
年
史
編
蟇
掛
と
な
り
、
編
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輯
長
重
野
安
鐸
と
編
修
の
久
米
邦
武
、
星
野
恒
の
三
人
が
大
学
教
授

に
任
命
さ
れ
た
。
国
史
編
蟇
の
事
業
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
帝
国
大

学
で
は
、
そ
の
事
業
の
推
進
の
た
め
に
、
文
科
大
学
に
国
史
学
科
を

増
設
し
よ
う
と
い
う
議
が
起
こ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
長
渡
辺
洪
基

は
、
国
史
学
科
増
設
の
意
見
書
で
、

我
帝
国
大
学
ノ
如
キ
ハ
東
京
大
学
以
来
本
邦
ノ
地
理
及
歴
史

ヲ
講
究
ス
ル
ノ
備
ナ
カ
リ
シ
ハ
実
二
一
大
欠
典
ト
云
フ
ヘ
シ
、

と
述
べ
、
さ
ら
に
、

本
邦
現
二
制
度
文
物
ヲ
改
良
シ
独
立
不
羅
ノ
基
ヲ
建
ル
ー
当

り
其
基
礎
卜
為
ス
ヘ
キ
国
史
学
科
ノ
設
ケ
ナ
ク
シ
テ
可
ナ
ラ
ン

ヤ
、
依
テ
帝
国
大
学
文
科
大
学
二
国
史
ヲ
置
キ
此
道
二
堪
能
ナ

ル
学
者
ヲ
聰
シ
テ
以
テ
学
生
ヲ
教
導
セ
シ
メ
此
欠
典
ヲ
補
上
史

学
中
本
邦
須
要
ノ
事
項
二
就
テ
調
査
考
究
セ
シ
メ
、
以
テ
政
治

経
済
二
於
ケ
ル
急
要
ヲ
救
う
所
ア
ラ
ン
ト
ス
、

と
説
い
て
、
国
史
学
科
の
開
設
が
国
の
政
策
推
進
の
た
め
に
、
急
を

要
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
ま
た
、
渡
辺
総
長

は
、
国
家
の
修
史
事
業
に
つ
い
て
、

維
新
以
来
政
府
二
修
史
ノ
部
局
ヲ
置
カ
レ
国
史
編
蟇
二
従
事

ス
ト
雛
モ
企
望
ス
ヘ
キ
ノ
結
果
ヲ
見
サ
ル
者
ハ
未
タ
其
方
法
ヲ

得
サ
ル
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
ナ
ル
ヘ
シ
、
其
方
法
ヲ
得
サ
ル
ハ
史

ヲ
講
ス
ル
ノ
学
術
ナ
キ
ニ
因
ラ
ス
ン
ハ
ア
ラ
ス
、

と
述
べ
て
、
事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
に
は
、
広
く
日
本
歴
史
を
講

究
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
、

我
帝
国
大
学
二
於
テ
モ
上
陳
ノ
如
キ
急
要
ア
ル
ヲ
以
テ
文
書

及
標
本
ヲ
蒐
集
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
ト
雛
モ
目
下
講
究
ノ
資
二
乏
シ
、

又
一
時
此
事
業
ヲ
完
成
ス
ル
モ
国
史
研
究
ノ
事
業
永
遠
廃
ス
ヘ

キ
モ
ノ
ニ
非
ス
、
而
シ
テ
彼
修
史
局
ニ
ハ
本
邦
希
有
ノ
史
家
亦

多
ク
且
多
年
採
集
セ
シ
所
ノ
古
文
書
等
材
料
二
供
ス
ヘ
キ
モ
ノ

極
メ
テ
衆
シ
、
希
ハ
ク
ハ
此
際
帝
国
大
学
文
科
大
学
二
国
史
科

ヲ
新
置
シ
之
二
内
閣
臨
時
修
史
局
ノ
事
業
ヲ
属
七
シ
メ
、
其
終

了
ノ
期
マ
テ
ハ
之
二
必
要
ナ
ル
修
史
局
ノ
吏
員
ヲ
大
学
二
移
シ
、

併
セ
テ
大
学
二
於
テ
召
募
セ
ル
人
員
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
上
、
従
来

修
史
局
存
貯
ノ
図
書
ヲ
参
用
シ
テ
其
業
ヲ
卒
へ
シ
メ
、
示
後
ハ

即
チ
帝
国
大
学
ノ
常
務
ト
シ
テ
国
史
科
ノ
諸
学
ヲ
教
授
シ
且
国

家
須
要
ノ
事
項
ヲ
講
究
調
査
セ
シ
メ
ハ
、
（
『
史
学
会
小
史
』
一
○

頁
’
一
二
頁
）

国
家
の
修
史
事
業
と
帝
国
大
学
と
の
協
力
関
係
が
成
立
し
、
労
力
と

費
用
の
無
駄
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
て
、
政
府
の
裁
可
を
求

め
た
。修

史
事
業
を
大
学
の
中
に
抱
え
込
ん
だ
総
長
は
、
国
史
学
科
の
新

設
を
建
議
す
る
一
方
、
史
学
科
の
中
心
で
あ
る
リ
ー
ス
の
意
見
を
徴

し
た
。
リ
ー
ス
は
、

修
史
法
ノ
練
習
ハ
現
今
欧
州
二
於
テ
必
要
ナ
リ
ト
認
定
ス
ル

所
ノ
精
神
ト
方
法
ト
ヲ
以
テ
学
生
ヲ
シ
テ
日
本
歴
史
ノ
攻
究
ヲ
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為
サ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
企
望
ス
ル
モ
、
新
設
ノ
国
史
科
二
於
テ
目

下
直
接
二
之
ヲ
実
施
ス
ル
コ
ト
難
シ
ト
ス
、
故
二
史
学
ノ
基
本

ダ
ル
修
史
学
二
属
ス
ル
各
学
科
ヲ
勉
メ
テ
教
授
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ

ス
、
（
『
史
学
会
小
史
』
一
二
頁
）

と
答
え
、
史
学
科
が
、
国
史
学
の
研
究
を
包
括
し
、
国
史
編
蟇
に
従

事
す
る
学
者
の
養
成
に
も
努
め
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、

す
で
に
進
行
し
て
い
る
国
史
編
募
に
参
加
す
る
学
者
の
養
成
は
、
そ

れ
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
従
っ
て
、
当
面
は
史
学
科
と
は
別
に
国
史

学
科
を
置
き
、
古
文
書
学
な
ど
の
補
助
学
の
学
習
に
勉
め
る
こ
と
と

し
て
、
必
要
な
専
門
家
を
養
成
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
。

こ
う
し
て
、
国
史
編
蟇
の
事
業
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
、
一
九
八

九
年
（
明
治
一
三
）
六
月
に
、
国
史
学
科
の
増
設
が
決
ま
り
、
重
野

安
緯
、
久
米
邦
武
、
星
野
恒
の
三
教
授
が
学
生
の
指
導
に
当
た
る
こ

と
に
な
り
、
少
し
後
れ
て
栗
田
寛
、
三
上
参
次
ら
も
教
壇
に
立
つ
よ

う
に
な
っ
た
が
、
西
欧
の
史
学
を
講
ず
る
史
学
科
と
は
別
に
、
国
史

編
蟇
の
た
め
の
基
礎
的
な
技
術
の
修
得
を
目
指
す
国
史
学
科
を
置
い

た
こ
と
は
、
帝
国
大
学
の
国
史
学
を
、
西
欧
の
史
学
の
下
位
に
位
置

づ
け
、
補
助
学
中
心
の
狭
い
視
野
の
中
に
押
し
込
め
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
）
以
降
、
大
学
に
国
史
学
、
東
洋
史
学
、

西
洋
史
学
の
三
史
学
が
並
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
も
、
三
史
学
の
学

風
の
間
に
、
大
き
な
違
い
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

西
欧
近
代
の
歴
史
学
が
、
国
民
国
家
の
成
立
発
展
の
経
緯
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
、
大
き
な
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
は
、
前
に
も
ふ

れ
た
が
、
西
欧
の
歴
史
で
は
、
古
典
古
代
や
、
中
世
の
歴
史
は
、
各

国
の
間
で
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
共
有
さ
れ
る
古
代
中
世
の
歴
史
を

受
け
て
、
近
代
国
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
形
成
し
て
行
く
と
い
う

説
明
を
す
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
古
代
の
歴
史
の
中
で
、
人
類
の

社
会
と
文
化
の
起
源
を
論
じ
、
中
世
の
歴
史
の
中
か
ら
、
国
民
国
家

の
姿
が
立
ち
現
れ
る
過
程
を
た
ど
る
中
で
、
国
家
と
は
何
か
、
民
族

の
伝
統
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
、
問
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で
書
き
継
が
れ
、
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
歴
史

で
は
、
国
の
発
端
が
記
紀
神
話
の
中
に
あ
り
、
国
家
は
神
武
天
皇
の

創
業
に
始
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
、
他
国
と
共
通
の

歴
史
を
考
え
る
こ
と
は
忌
避
さ
れ
、
共
通
の
世
界
の
中
か
ら
日
本
国

が
現
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
書
物
を
読
み
、

文
章
を
書
く
こ
と
の
で
き
る
日
本
人
は
、
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』

な
ど
、
中
国
の
史
書
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
筆
能
力
を
修
得
す

る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
国
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

知
識
を
持
っ
て
い
た
が
、
中
国
の
歴
史
を
紀
年
の
基
準
と
し
な
が
ら

も
、
日
本
の
歴
史
は
終
始
、
日
本
一
国
の
歴
史
と
し
て
考
え
ら
れ
て

四
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い
た
。

中
国
の
歴
史
に
通
じ
て
い
た
日
本
の
歴
史
記
述
者
は
、
自
国
の
歴

史
像
を
作
り
上
げ
て
行
く
場
合
に
、
中
国
の
歴
史
に
準
え
て
日
本
史

の
説
明
の
枠
組
み
を
作
り
、
中
国
の
史
書
が
伝
え
る
名
場
面
に
見
立

て
て
、
歴
史
の
情
景
を
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
日
本
史
の
叙

述
の
背
後
に
は
、
中
国
の
歴
史
が
見
え
隠
れ
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
中
国
の
歴
史
に
覆
わ
れ
た
世
界
の
中
か
ら
、

日
本
国
の
歴
史
が
姿
を
現
し
て
く
る
と
い
う
形
の
日
本
史
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
し
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
が
共
有
す
る
歴
史
を
想
定
す

る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
初
め
か
ら
一
国
史
の
形
で
し
か
、
自
国
の
歴
史
を
考

え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
日
本
人
は
、
国
民
国
家
の
歴
史
を
解
明
し
よ

う
と
す
る
西
欧
の
歴
史
学
を
、
そ
れ
が
一
国
単
位
の
歴
史
で
あ
る
点

で
、
違
和
感
な
し
に
受
け
容
れ
、
一
国
単
位
の
史
料
の
蒐
集
と
刊
行

を
進
め
て
い
た
英
、
独
、
仏
の
歴
史
学
に
倣
い
、
一
国
史
の
研
究
を

歴
史
学
の
自
然
な
あ
り
方
と
考
え
て
、
近
代
的
な
日
本
史
の
研
究
を

開
始
し
た
。
し
か
し
、
国
家
を
超
え
る
普
遍
的
な
も
の
を
め
ぐ
る
論

議
の
中
で
、
歴
史
と
い
う
も
の
を
考
え
た
り
、
世
界
史
と
い
う
形
の

歴
史
を
考
え
た
り
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
人
の
「
国
史
」
と
、

国
民
国
家
の
成
立
過
程
を
た
ど
る
研
究
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
「
国
家
史
」
と
の
間
に
は
、
簡
単
に
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

溝
が
あ
り
、
二
つ
の
歴
史
の
間
に
橋
を
架
け
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

高
度
の
文
化
を
持
つ
中
国
の
周
辺
で
、
国
家
の
統
一
を
実
現
し
た

日
本
人
は
、
自
国
の
立
場
を
自
覚
す
る
た
め
に
、
中
国
に
お
け
る
正

史
編
纂
の
伝
統
に
倣
っ
て
、
自
国
の
歴
史
を
記
述
し
よ
う
と
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
日
本
史
を
編
述
す
る
営
み
自
体
が
、
中
国
文

化
の
圧
倒
的
な
影
響
下
に
あ
り
、
日
本
の
歴
史
の
姿
形
は
、
中
国
の

歴
史
と
の
対
比
の
中
で
自
覚
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
場
合
、
多
く
の
日
本
人
は
、
中
国
の
歴
史
を
貫
く
道
理
を
普

遍
的
な
も
の
と
し
、
そ
れ
に
対
す
る
日
本
国
の
歴
史
は
、
辺
境
の
小

国
の
歴
史
で
あ
る
か
ら
、
普
遍
的
な
道
理
に
よ
っ
て
は
説
明
で
き
な

い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
『
日
本
書
紀
』
に
始
ま
る
、
日

本
歴
史
の
記
述
の
多
く
は
、
日
本
史
の
特
殊
性
、
個
別
性
を
主
張
す

る
こ
と
に
固
執
し
、
日
本
史
の
み
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
ら
を
拠
り
所

に
し
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
行
く
こ
と
で
日
本
史
の
姿
形
を
作
り
上
げ

て
き
た
。
中
世
に
入
っ
て
、
僧
侶
の
間
で
は
、
世
界
を
天
竺
・
震
旦
・

本
朝
と
い
う
三
国
か
ら
成
る
と
す
る
考
え
方
が
広
ま
っ
た
が
、
天
竺

の
歴
史
に
つ
い
て
具
体
的
な
知
識
を
持
つ
日
本
人
は
、
僧
侶
と
い
え

ど
も
無
い
に
等
し
か
っ
た
か
ら
、
日
本
史
の
姿
形
は
、
中
国
の
歴
史

と
の
対
比
の
中
で
組
み
立
て
ら
れ
る
の
が
、
一
般
で
あ
っ
た
。

日
本
最
初
の
史
論
と
し
て
知
ら
れ
る
『
愚
管
抄
』
の
著
者
慈
円
は
、

天
意
に
叶
う
有
徳
者
が
帝
王
と
な
り
、
そ
の
帝
王
が
天
意
に
背
け
ば

易
姓
革
命
が
起
こ
る
こ
と
、
帝
王
を
補
佐
し
て
政
治
を
担
う
臣
下
に
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は
、
適
格
者
が
選
び
抜
か
れ
て
な
る
こ
と
な
ど
が
、
政
道
の
基
本
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
普
遍
的
な
道
理
が
、
日
本
の
歴
史
に

は
通
用
せ
ず
、
天
皇
は
絶
対
に
天
皇
の
血
筋
以
外
か
ら
は
出
な
い
こ

と
、
天
皇
を
補
佐
す
る
臣
下
も
、
藤
原
氏
か
ら
し
か
選
ば
れ
な
い
こ

と
が
、
日
本
の
歴
史
の
道
理
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
人
は
自
国
の
歴
史
を
考
え
る
場
合
に
、
常
に
日

本
史
に
し
か
な
い
こ
と
を
あ
げ
つ
ら
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
日

本
史
の
中
の
で
き
ご
と
を
、
中
国
の
史
書
の
名
場
面
に
見
立
て
た
り
、

故
事
に
準
え
た
り
し
て
意
味
づ
け
を
し
た
り
し
て
、
歴
史
の
物
語
の

構
図
を
決
め
る
こ
と
も
多
く
、
歴
史
物
語
、
軍
記
、
説
話
集
な
ど
の
、

広
い
意
味
で
の
歴
史
記
述
の
中
で
は
、
中
国
の
古
典
や
仏
典
の
世
界

は
、
世
の
中
の
こ
と
を
量
る
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
の
歴
史
と

日
本
史
と
の
間
を
、
普
遍
的
な
も
の
と
特
殊
で
個
別
的
な
も
の
と
い

う
関
係
と
見
て
は
い
な
か
っ
た
。

日
本
史
を
、
国
家
の
歴
史
と
し
て
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
、
日
本

人
は
自
国
の
歴
史
を
、
特
殊
で
個
別
的
な
も
の
と
主
張
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
国
家
と
い
う
視
点
が
希
薄
な
場
合
に
は
、
歴
史
を
多
様
な

人
間
の
営
み
の
集
積
と
考
え
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
歴
史
の
中
に
、
典

型
的
な
人
間
の
あ
り
方
を
求
め
、
そ
れ
を
日
本
の
歴
史
を
量
る
基
準

に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
国
史
の
編

纂
と
そ
れ
に
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
国
史
学
は
、
万
邦
無
比
の
日

本
史
へ
傾
斜
し
て
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。

国
史
編
纂
と
国
史
学
は
、
国
家
的
な
事
業
と
そ
れ
に
つ
な
が
る
も

と
し
て
重
視
さ
れ
た
が
、
日
本
史
へ
の
関
心
は
、
抽
象
的
、
観
念
的

な
国
家
の
威
信
を
支
え
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
六
国

史
の
後
を
継
ぐ
と
い
う
目
標
の
下
に
、
編
年
史
の
第
一
編
の
一
を
、

『
日
本
三
代
実
録
』
に
続
く
宇
多
天
皇
の
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
か
ら

起
筆
し
た
『
大
日
本
史
料
』
は
、
国
家
の
正
史
と
し
て
、
現
在
も
編

纂
し
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
国
史
編
纂
を
宣
言
し
た
頃
の
、
政
府
の

日
本
歴
史
に
関
す
る
関
心
に
は
、
切
実
な
も
の
が
あ
っ
た
。

帝
国
大
学
文
科
大
学
で
、
最
初
に
日
本
歴
史
の
講
義
を
し
た
小
中

村
清
矩
は
、
幕
末
の
諸
藩
に
招
か
れ
て
、
国
史
と
律
令
の
講
読
に
多

忙
を
極
め
た
と
い
う
が
（
中
邨
秋
香
「
小
中
村
清
矩
先
生
小
伝
」
、
小
中
村

清
矩
『
国
史
学
の
し
を
り
』
明
治
三
三
年
、
所
収
）
、
二
百
数
十
の
藩
に
分

か
れ
て
い
た
日
本
を
統
一
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
政
権
や
制
度
の
構

想
を
模
索
し
は
じ
め
た
時
、
当
時
の
指
導
者
に
と
っ
て
手
掛
か
り
に

な
る
の
は
、
律
令
国
家
の
法
制
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
あ
っ
た
。
国

史
と
律
令
に
関
す
る
知
識
と
学
問
は
、
時
代
を
導
い
て
行
く
上
で
、

極
め
て
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、
政
府
は
諸
制
度
の
沿
革
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
続
け
た
が
、
後
年
、
大
部
の
書
に
ま
と
め
ら
れ
、

五
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さ
ら
に
、
も
う
一
つ
例
と
し
て
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
三
に
、

文
部
大
書
記
官
の
西
村
茂
樹
が
、
文
部
大
輔
田
中
不
二
麻
呂
に
建
議

し
て
始
め
ら
れ
た
『
古
事
類
苑
』
の
編
蟇
を
逸
す
る
わ
け
に
は
行
か

な
い
。
西
村
は
、
明
六
社
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
啓
蒙
的
な
官
僚

学
者
で
あ
っ
た
が
、
文
部
省
の
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
日
本
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
先
例
を
調
査
し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
が
容
易
で

な
い
こ
と
に
気
付
き
、
「
法
蘭
西
、
英
吉
利
ノ
学
術
ノ
類
聚
害
（
エ

ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ヂ
ァ
）
」
に
相
当
す
る
、
日
本
歴
史
、
日
本
文
化
の
類

聚
の
害
の
編
蟇
を
計
画
し
た
の
で
あ
っ
た
（
「
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
」

『
古
事
類
苑
』
総
目
録
所
収
）
。
こ
う
し
た
例
を
上
げ
て
行
く
と
、
国
史

の
調
査
研
究
が
、
大
学
に
お
け
る
学
問
の
確
立
と
い
う
方
向
と
は
別

に
、
政
府
の
政
策
の
立
案
の
た
め
に
、
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

大
学
で
、
国
史
学
の
担
当
者
を
、
正
統
の
史
学
者
と
し
て
認
め
る

出
版
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

元
老
院
、
旧
典
類
纂
皇
位
継
承
篇
・
旧
典
類
蟇
田
制
篇
。
大
蔵
省
、

大
日
本
貨
幣
史
・
大
日
本
租
税
志
日
本
財
政
経
済
史
料
・
吹
塵
録
。

司
法
省
、
憲
法
志
料
・
徳
川
禁
令
考
。
外
務
省
、
外
交
志
。
文
部
省
、

日
本
教
育
史
資
料
。
農
商
務
省
、
大
日
本
農
史
。
逓
信
省
、
駅
逓
志

稿
。
陸
軍
省
、
陸
軍
歴
史
。
海
軍
省
、
海
軍
歴
史
。

こ
れ
ら
各
省
の
調
査
の
集
成
は
、
日
本
史
の
研
究
史
の
中
で
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
が
す
ぐ
な
く
な
い
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
例
と
し
て
、
一
八
七
九

文
部
大
書
記
官
の
西
村
茂
樹
が
、
文
部
大
輔
田
｛

し
て
始
め
ら
れ
た
『
古
事
類
苑
』
の
編
蟇
を
逸
一

な
い
。
西
村
は
、
明
六
社
の
一
員
と
し
て
活
躍
，

国
史
の
編
蟇
と
、
そ
れ
を
支
え
よ
う
と
し
た
国
史
学
は
、
古
文
書

学
を
中
心
と
し
た
基
礎
的
な
史
料
の
調
査
と
蒐
集
に
没
頭
し
、
政
治

史
、
制
度
史
を
柱
と
す
る
国
史
研
究
を
進
め
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

厳
密
な
史
料
の
吟
味
と
考
証
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
歴
史
叙
述
を

め
ぐ
る
理
論
的
な
問
題
は
、
国
史
学
の
埒
外
に
押
し
や
ら
れ
、
歴
史

学
の
普
遍
的
な
問
題
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
稀
に
な
っ
た
。
一
九
世
紀

の
末
に
、
学
校
教
育
に
歴
史
が
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本

歴
史
の
教
科
書
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、
大
学
の
国
史
学
は

そ
れ
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
科
書
の
骨
格
は
、
伝

統
的
な
漢
学
者
、
国
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
日
本

史
の
姿
と
形
に
依
拠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
史
の
編
蟇
と
い
う
、
国
家
的
な
事
業
を
支
え
よ
う
と
す
る
国
史

学
は
、
そ
の
大
目
的
の
た
め
に
、
現
実
の
政
策
立
案
に
係
わ
る
歴
史

学
と
は
一
線
を
画
す
る
こ
と
に
な
り
、
古
文
書
学
を
は
じ
め
と
す
る

か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
間
に
、
政
府
の
各
部
署
で
は
、
日
本

歴
史
に
通
じ
て
い
る
漢
学
者
、
国
学
者
を
動
員
し
て
、
急
を
要
す
る

問
題
の
調
査
を
続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
初
期
の
国
史
研
究
と

し
て
は
、
高
い
成
果
を
生
み
な
が
ら
、
大
学
の
国
史
編
纂
と
国
史
学

と
は
、
一
線
を
画
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
ハ
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終
始
一
国
歴
史
学
で
あ
っ
た
国
史
学
は
、
一
九
二
○
年
前
後
、
大

正
時
代
の
半
ば
か
ら
、
西
欧
の
一
国
歴
史
学
に
接
近
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
再
び
万
邦
無
比
の
国
体
を
宣
揚
す

る
歴
史
学
が
力
を
得
て
、
近
代
的
な
一
国
歴
史
学
の
受
容
は
、
一
定

の
姿
形
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
に
過
ぎ
、
二
○
世
紀
の
末
に

な
っ
て
、
国
家
、
国
境
を
超
え
た
歴
史
学
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
る
時

代
に
入
っ
た
が
、
日
本
に
お
け
る
一
国
歴
史
学
の
複
雑
な
あ
り
方
を

検
証
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
道
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
現
在

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

補
助
学
に
沈
潜
す
る
こ
と
を
楯
に
、
西
欧
の
史
学
に
接
近
し
て
、
広

い
視
野
を
持
つ
こ
と
に
も
極
め
て
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
た
。

他
方
、
史
学
に
隣
接
す
る
近
代
的
な
諸
学
問
が
成
立
し
、
法
制
史
、

経
済
史
な
ど
の
研
究
が
盛
ん
に
な
る
と
、
西
欧
の
学
問
を
基
礎
に
し

た
比
較
研
究
が
活
発
に
な
り
、
国
史
学
も
そ
う
し
た
動
向
へ
の
対
応

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
、
東
京

帝
国
大
学
の
国
史
学
科
を
卒
業
し
た
羽
仁
五
郎
が
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
の

『
歴
史
叙
述
の
理
論
及
び
歴
史
』
を
翻
訳
、
出
版
し
た
が
、
そ
の
後

ほ
ぼ
一
○
年
の
間
に
、
日
本
史
の
研
究
の
多
様
化
が
進
ん
だ
。
そ
う

し
た
中
で
、
史
実
の
考
証
に
固
執
す
る
国
史
編
蟇
の
日
本
史
研
究
に

対
す
る
批
判
が
、
歴
史
学
を
科
学
と
考
え
て
、
歴
史
の
発
展
の
法
則

を
発
見
し
よ
う
と
す
る
流
れ
と
、
法
則
の
提
立
よ
り
も
歴
史
の
事
象

の
個
別
性
を
い
か
に
記
述
す
る
か
を
重
ん
ず
る
流
れ
と
に
分
か
れ
て

も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（

東
京
女
子
大
学
教
授
）
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